
　１０月から家庭ごみの出し方が変わります。これは、ごみを活かすための取り

組みであるとともに自然豊かな地域の環境と、かけがえのない美しい地球を次世

代にバトンタッチするための行動となるものです。ごみを活かし資源にするため

の取り組みは市民の皆さんの参加と協力なくしては成り立ちません。そこで、１０

月から始まるごみの１８分別について、シリーズでお知らせしていきます。

「ごみは、すべて資源」１８品目への挑戦!!

なぜ分けなければならないのか
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さ
あ
、
は
じ
め
よ
う

　
平
成
１８
年
１
月
の
新
生
三
豊
市
が
誕
生
し
て
か
ら
早
２

年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
旧
町
ご
と
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
ご
み
の

分
別
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
負
担
の

公
平
化
や
効
率
的
な
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
を
図
る
た

め
に
は
、
新
市
と
し
て
統
一
し
た
ル
ー
ル
を
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
ご
み
を
処
理
し
て
い
る
「
三
観
広
域
行
政

組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
、
昭
和
６１
年
４
月
の
処
理

開
始
以
来
２２
年
が
経
ち
、
焼
却
炉
の
老
朽
化
が
進
み
、
併

設
の
最
終
処
分
場
も
満
杯
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

　
・
ご
み
の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　
・
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）

　
・
再
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
い
わ
ゆ
る
「
３
R
（
ス
リ
ー
・
ア
ー
ル
）
」
を
推
進
し
、

従
来
の
使
い
捨
て
型
か
ら
循
環
共
生
型
へ
の
転
換
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ご
み
を
処
分
す
る
の
で
は
な
く
活
か
す
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
３
R
」
の
意
識
を
持
ち
、
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
分
別
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
ご
み

の
減
量
・
再
資
源
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
三
豊
市
の
ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
回
数
な
ど
は
、
合

併
後
も
旧
町
ご
と
の
ル
ー
ル
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
を

例
に
と
っ
て
み
ま
す
と
、
地
域
に
よ
っ
て
「
燃
や
せ
な
い

ご
み
」
で
収
集
し
た
り
、
す
で
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
（
資
源
ご
み
）
」
と
し
て
分
別
収
集
し
て
い
た
り

と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
な
ど
が
行
う
り
サ
イ
ク
ル
活
動
（
資

源
回
収
・
廃
品
回
収
）
に
よ
り
新
聞
や
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

古
布
な
ど
が
定
期
的
に
収
集
さ
れ
て
い
る
地
域
や
、
地
区

衛
生
組
織
が
中
心
と
な
り
廃
食
用
油
を
回
収
し
施
設
で
石

油
代
替
燃
料
化
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）
し
て
い
る

地
域
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

１０
月
か
ら
統
一
し
た
分
別
方
法
に

三観広域行政組合

クリーンセンター

▲

▲

２２年の間に、

最終処分場も

ほぼ満杯に

なぜ分けなければならないのかなぜ分けなければならないのか
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次
回
は
、
ご
み
の
１８
分
別
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
今

後
の
ご
み
分
別
の
統
一
や
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
う
え

で
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
統
一
し
た
ご
み
分
別
に
つ
い
て
、
次

の
「
新
分
別
の
基
本
的
な
考
え
方
」
に
立
っ
て
三
豊
市
地

区
衛
生
組
織
連
合
会
の
理
事
会
や
、
各
地
域
の
地
区
衛
生

組
織
か
ら
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
内
統
一
し
た
分
別
に
よ
る
収
集

を
１０
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
新
分
別
の
基
本
的
な
考
え
方
】

①　

ご
み
の
分
別
方
法
の
統
一
に
よ
り
、
減
量
・
再
資

源
化
を
図
り
ま
す
。

②　

出
し
方
や
分
別
方
法
を
統
一
し
、
各
地
域
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
や
市
民
負
担
を
公
平
・
平
等
に
し
ま
す
。

③　

統
一
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
・
処
理

経
費
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
市
内
の
ご
み
の
発
生
量
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
に

よ
り
、
平
成
１８
年
度
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
二
酸
化

炭
素
の
発
生
を
抑
制
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

今
後
と
も
可
能
な
限
り
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
た
い
へ
ん

重
要
で
す
。
分
別
方
法
に
つ
い
て
は
、
説
明
会
を
開
催
し

た
り
、
広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
な
る
ご
み
の
減
量

▲ごみを資源にすればポイ捨ても減っていくのでは

（仁尾小学校の児童会では毎月地元の公園を清掃し

　ています）

▲高瀬荘では、平成１７年から石油代替燃料化

　（バイオディーゼル燃料）を活用して、施

　設のバスの燃料として使っています

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課
　
☎

７３
・
３
０
０
７

三豊市のごみ量の推移　
平
成
１７
年
度
以
前
の
数
値
は
、
旧
７
町
の
合
計
で
す
。

平
成
１８
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
２３
・
１
％
で
県
内
の
平

均
リ
サ
イ
ク
ル
率
２０
・
５
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
県
の

廃
棄
物
処
理
計
画
で
は
、
平
成
２２
年
度
の
県
平
均
の
目
標

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
２４
・
０
％
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

資
料
…
一
般
廃
棄
物
処
理
実
態
調
査

１８,０００

１６,０００

１４,０００

１２,０００

１０,０００

８,０００

６,０００

４,０００

２,０００

０

３０.０

２０.０

１０.０

０

処理量（ｔ） リサイクル率（％）

焼却処理量 埋立処理量 リサイクル量 リサイクル率

１３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 平成１８年度

１４,０２８

２０.７
１９.０ １９.６ ２０.７ ２０.４

２３.１

１４,９０２
１５,００２ １４,９６４ １５,４１６

１３,７４８

３，７６６
４，２５８ ３，６７３

４，２１５
２，９９９

４，１２６

２，６４２

４，３１５４，１０６３，８３４
３，０８９

３，８７６


